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勝谷米荘山水図（額装）

賛および落款部分

か
つ
や
く
い
そ
う

こ
の
絵
は
、
津
山
出
身
の
画
家
勝
谷
米
荘
が
描
い
た

山
水
図
で
す
。
横
長
の
絹
本
に
描
か
れ
た
水
墨
画
で
、

額
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
井
勝
也
氏
か
ら
郷
土

博
物
館
へ
最
近
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

勝
谷
米
荘
は
、
津
山
城
下
戸
川
町
の
塚
田
家
で
明
治

初
年
頃
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
家
の
塚
田
家
は
森
家

の
旧
臣
で
、
元
禄
の
改
易
後
は
浪
人
し
て
代
々
戸
川
町

に
居
住
し
て
い
ま
し
た
。
９
歳
の
時
、
米
子
の
勝
谷
家

に
養
子
に
入
り
、
若
く
し
て
上
京
し
、
画
業
に
い
そ
し

み
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
南
画
家
で
文
展
審
査
員
で
あ
る

山
岡
米
華
・
小
室
翠
雲
の
門
下
と
伝
わ
り
ま
す
。

花
鳥
図
や
山
水
図
な
ど
、
自
然
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

作
品
が
得
意
だ
っ
た
よ
う
で
、
大
正
年
間
に
湯
原
の
弥

次
郎
岳
を
旭
川
の
渓
谷
か
ら
描
い
た
作
品
を
文
展
に
出

品
し
て
評
判
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
正
辿
年
（
１
９
２

５
）
別
代
半
ば
で
他
界
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
右
上
の
落
款
に
「
己
未
冬
日
」
と
あ
り
、

大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
の
作
と
わ
か
り
ま
す
。
遠
景

を
淡
い
墨
で
描
き
、
余
白
も
巧
み
に
活
か
し
て
、
立
体

感
の
あ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
画
家
と
し
て

は
比
較
的
早
く
亡
く
な
っ
た
た
め
、
現
存
作
が
少
な
く
、

郷
里
に
残
っ
た
貴
重
な
作
品
で
す
。
（
小
島
）

、



８
月
か
ら
新
た
に
委
員
に
加
わ
っ
た
尾
島
氏
に
教

育
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、
４
月
の
人
事

異
動
後
の
事
務
局
体
制
の
説
明
を
兼
ね
て
、
職
員
が

自
己
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
っ
や
ま
の
民
話
」

の
刊
行
・
販
売
、
釦
年
度
の
事
業
予
定
や
刊
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
異
動
や
退
職
で
編
さ
ん
室
を
離
れ
た
職
員

の
取
り
扱
い
や
、
委
員
会
規
則
の
整
備
に
関
し
て
、

委
員
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
関
係
各
部

署
へ
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。編

さ
ん
事
業
の
経
過
（
平
成
釦
年
８
月
～
）

洲
年
度
第
１
回
編
さ
ん
委
員
会
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日日日日日日日

８
月

「
市
史
だ
よ
り
」
第
吃
号
発
行

三
好
基
之
氏
か
ら
の
聴
取
り
②

第
２
回
民
俗
部
会

三
好
基
之
氏
か
ら
の
聴
取
り
③

美
作
学
講
座
第
３
回

第
２
回
古
代
部
会

三
好
基
之
氏
か
ら
の
聴
取
り
④

第
１
回
近
現
代
部
会

８
月
朋
日
於
郷
士
博
物
館

近
現
代
部
会

（
部
会
長
叩
在
間
委
員
、
副
部
会
長
〉
香
山
委
員
）

ｎ
月
に
部
会
を
開
催
し
、
資
料
筆
耕
要
領
案
や
資
料

編
・
通
史
編
の
章
立
て
案
を
協
議
し
ま
し
た
。
執
筆
者

各
自
の
調
査
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
部
会

（
部
会
長
恥
狩
野
委
員
、
副
部
会
長
》
今
津
委
員
）

中
世
部
会

（
部
会
長
恥
久
野
委
員
、
副
部
会
長
茎
削
原
委
員
）

資
料
編
「
古
代
・
中
世
」
の
刊
行
に
向
け
て
、
各
執

筆
者
で
作
業
中
で
す
。
胆
月
に
合
同
部
会
を
開
催
し
、

詳
細
を
協
議
す
る
予
定
で
す
。

近
世
部
会

（
部
会
長
基
疋
兼
委
員
、
副
部
会
長
》
在
間
委
員
）

資
料
編
掲
載
候
補
の
資
料
筆
耕
を
事
務
局
で
進
め
て

お
り
、
各
執
筆
者
の
個
別
調
査
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
風
土
・
考
古
部
会

（
部
会
長
率
河
本
委
員
、
副
部
会
長
》
可
児
委
員
）

資
料
編
「
考
古
」
は
、
版
下
作
成
の
委
託
業
者
へ
の

入
稿
を
行
い
、
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

皿

’

三
好
基
之
氏
か
ら
の
聴
取
り
調
査

市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
元
委
員
長
で
、
津
山
市
や

美
作
地
域
の
歴
史
・
文
化
に
造
詣
の
深
い
三
好
基
之

氏
か
ら
、
ご
自
分
の
生
い
立
ち
や
携
わ
ら
れ
た
お
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
う
た
め
、
編
さ
ん
委
員

有
志
と
事
務
局
と
で
聴
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
「
市
史
研
究
」
な
ど
へ
の
記
録
掲
載
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

民
俗
部
会

（
部
会
長
塁
別
原
委
員
、
副
部
会
長
卵
安
倉
氏
）

９
月
に
部
会
を
開
催
し
、
今
後
の
調
査
計
画
や
、

執
筆
分
担
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。
聴
取
り
調
査
や

祭
礼
調
査
も
継
続
中
で
す
。

聴取り調査の様子
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津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）
・
美
作
大
学
共
催

美
作
学
講
座
‘
津
山
市
史
関
連
研
究
か
ら
，

第
２
回
８
月
旧
日

「
鉄
道
黎
明
期
の
津
山
に
お
け
る
諸
事
情
」

講
師
率
小
西
伸
彦
氏
（
近
現
代
編
執
筆
者
）

一
一
一

一蚕 =

第2回の会場の様子

ま
し
た
。

ま
ず
、
明
治
胆
年
（
１
８
７
９
）
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
機
関
士
と
な
っ
た
６
人

の
中
に
、
津
山
出
身
の
日
下
輝
道
が
い
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
陰
・

山
陽
を
結
ぶ
鉄
道
建
設
を
求
め
て
、
地
元
の
名
士
や
有
志
の
人
々
が
請
願
運
動
を
行
っ

た
り
、
自
ら
会
社
を
立
ち
上
げ
て
鉄
道
建
設
を
企
画
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
、
今
の
津

山
線
が
で
き
る
ま
で
の
津
山
と
そ
の
周
辺
地
域
の
動
向
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。

津
山
線
に
は
、
津
山
出
身
の
実
業
家
・
磯
野
計
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
し
た
レ
ー
ル

や
橋
梁
が
、
未
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
津
山
を
中
心
と
す
る
美
作
地
域
が
、
い
か
に

鉄
道
熱
の
旺
盛
な
土
地
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
背
景
に
は
、
津
山
ゆ
か
り
の
洋
学
者
た
ち

の
影
響
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
、
津
山
に
お
け
る
鉄
道
の
歴
史
や
鉄
道
関
係
者

の
顕
彰
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
て
、
ご
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
を
含
め
て
約
沌
名
の
方
が
聴
講
に
詰
め
か
け
、
皆
さ
ん
方

は
熱
心
に
ご
講
演
に
聴
き
入
り
、
終
了
後
も
多
く
の
方
が
講
師
に
質
問
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 最

初
に
導
入
と
し
て
、
愛
染
寺
の
お
り
ん
の
碑
の
写
真
を
示
さ
れ
、
棟
田
博
の
小
説

『
美
作
ノ
国
吉
井
川
』
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
鉄
道
黎
明
期
の
津
山
の
世
相
が
描
か
れ
、

美
作
出
身
の
鉄
道
関
係
者
の
存
在
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
に
お
け
る
鉄
道
敷
設
の
歴
史
を
概
観
さ
れ
た
う
え
で
、
本
題
に
入
ら
れ

２
回
目
の
講
師
に
は
、
近
現
代
編
執
筆
担
当
者
の
小
西
伸
彦
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

小
西
氏
は
、
産
業
考
古
学
会
・
鉄
道
史
学
会
会
員
と
し
て
、
鉄
道
の
歴
史
を
丹
念
に
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
津
山
市
史
編
さ
ん
の
た
め
に
、
島
根
・
鳥
取
・
大
阪
の

各
図
書
館
・
公
文
書
館
で
調
査
さ
れ
た
新
聞
資
料
な
ど
に
基
づ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

③



津
山
市
教
委
（
生
涯
学
習
課
）
・
美
作
大
学
共
催

美
作
学
講
座
‘
津
山
市
史
関
濤
究
か
ら
，

第
３
回
扣
月
杷
日

「
美
作
の
前
期
古
墳
」

講
師
卵
澤
田
秀
実
氏

（
く
ら
し
き
作
陽
大
学
准
教
授
／
考
古
編
執
筆
者
）

＝
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第3回の会場の様子

続
い
て
、
植
月
寺
山
古
墳
や
日
上
天
王
山
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
美
作
の
個
別
の
前

期
古
墳
の
特
徴
や
築
造
時
期
を
、
実
測
図
面
や
発
掘
時
の
写
真
に
基
づ
い
て
詳
し
く
解

説
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
美
野
盆
地
は
前
方
後
方
墳
が
集
中
す
る
特
徴
的
な
エ
リ
ア
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
弥
生
時
代
の
墓
と
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方
墳
と
を
比
較
検
討
さ
れ
、

も
と
も
と
顕
著
な
首
長
墓
を
造
る
習
慣
が
な
か
っ
た
美
作
に
、
畿
内
の
政
権
か
ら
設
計

図
に
よ
る
古
墳
造
り
の
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
て
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
と
急
激

に
転
換
し
た
様
子
が
う
か
が
え
、
吉
備
南
部
と
は
異
な
る
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
、

設
計
図
を
共
有
す
る
古
墳
を
通
じ
て
地
域
首
長
が
周
辺
を
掌
握
し
て
い
く
構
造
が
読
み

取
れ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
古
墳
時
代
の
美
作
は
、
畿
内
政
権
と
密
接
な
関
係
を

有
し
つ
つ
、
川
を
利
用
し
た
交
流
に
よ
っ
て
、
備
前
と
も
一
定
の
関
係
を
持
ち
な
が
ら

勢
力
を
保
っ
て
い
た
と
結
論
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
約
別
名
の
方
が
聴
講
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
図
面
や
写
真
を
数
多
く
示
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
方
も
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、
興
味
深
そ
う
に

お
話
に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

澤
田
氏
は
、
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
ご
就
職
の
後
、
東
京
都
立
大
学
へ
移
ら

れ
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
編
年
や
前
方
後
円
墳
の
築
造
企
画
を
ご
研
究
で
し
た
が
、
平
成

６
年
に
恩
師
の
近
藤
義
郎
氏
の
誘
い
で
日
上
天
王
山
古
墳
の
発
掘
に
携
わ
ら
れ
た
の

が
、
津
山
と
の
縁
の
始
ま
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
美
作
地
域
に
は
、
お
よ
そ
別
基
の
前
方
後
円
墳
・
前
方
後
方
墳
が
分
布
し
、

水
系
や
盆
地
単
位
で
岨
個
程
度
の
エ
リ
ア
に
区
分
さ
れ
、
南
北
方
向
は
川
で
、
東
西
方

向
は
道
で
結
ば
れ
る
よ
う
な
政
治
的
枠
組
み
の
存
在
を
想
定
で
き
る
と
概
観
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

３
回
目
の
講
師
に
は
、
く
ら
し
き
作
陽
大
学
の
澤
田
秀
実
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

③



研究ﾉｰﾄ，

藤
原
柳
諮
の
履
歴
資
料

そ
の
資
料
は
、
土
岐
家
文
書
、
番
の

「
履
歴
書
類
」
で
す
。
罫
紙
を
綴
っ
た

も
の
で
、
最
初
の
２
丁
に
は
、
旧
津
山

藩
主
松
平
家
の
幕
末
～
明
治
期
の
当
主

よ
し
と
も

３
名
（
慶
倫
・
康
倫
・
康
民
）
の
略
歴

が
記
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
の
５
丁
に
は
、

り
ゅ
う
け
い

藤
原
柳
諮
と
い
う
医
師
の
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）
～
明
治
恥
年
（
１
８
９
３
）

の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
じ
め
に

津
山
洋
学
資
料
館
で
は
、
平
成
訓
年

哩
月
か
ら
別
年
２
月
に
か
け
て
、
冬
季

企
画
展
「
美
作
地
域
の
華
岡
門
人
」
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
館
に
お
い
て

は
、
以
前
か
ら
華
岡
流
外
科
を
学
ん
だ

美
作
国
出
身
者
の
追
跡
調
査
を
続
け
て

お
り
、
先
の
展
覧
会
は
、
そ
の
成
果
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

最
近
、
郷
土
博
物
館
の
収
蔵
資
料
の

中
に
も
、
そ
の
う
ち
の
一
人
の
医
師
の

履
歴
を
た
ど
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
そ
の
医
師
の
略
歴
を
紹
介
し
ま
す
。

津
山
近
郊
の
農
村
に
生
ま
れ
た
あ
る
医
師
の
半
生

基
づ
き
作
成
し
た
の
が
、
次
頁
の
「
藤

原
柳
諮
略
年
譜
」
で
す
。

こ
の
藤
原
柳
諮
に
つ
い
て
は
、
ほ
か

に
も
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り
ま
す
。

矢
吹
家
十
二
支
箱
文
書
５
１
８
番
「
教

諭
場
講
師
永
田
幸
平
差
支
之
節
、
講
釈

助
永
見
殿
家
来
井
上
大
次
郎
外
壱
人
、

其
外
同
所
助
教
共
、
申
立
候
一
件
」
や
、

玉
置
家
文
書
３
５
３
番
「
明
治
四
年
辛

未
十
一
月
／
津
山
県
管
轄
第
四
区
戸
籍

／
美
作
国
津
山
伏
見
町
」
、
津
山
藩
松

平
家
文
書
Ｄ
３
１
１
１
１
１
８
「
（
簡

略
版
》
鋤
認
）
明
治
出
身
御
役
人
下
」

な
ど
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
略
年
譜
で
は

．
件
書
類
」
「
戸
籍
」
「
勤
書
」
と
略

記
し
ま
し
た
。

先
の
「
履
歴
書
類
」
で
は
、
明
治
初

年
の
津
山
藩
出
仕
か
ら
廃
藩
置
県
ま
で

が
詳
細
で
、
藩
か
ら
交
付
さ
れ
た
書
類

の
文
面
が
筆
写
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
「
藤

原
柳
諮
」
の
名
が
あ
る
た
め
、
彼
の
「
履

歴
書
類
」
だ
と
わ
か
る
の
で
す
が
、
こ

の
「
柳
諮
」
と
い
う
名
は
、
も
と
は
号

の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。
幼
名
や
「
柳

硲
」
を
名
乗
る
前
の
通
称
な
ど
は
記
載

が
な
い
た
め
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

華
岡
家
門
人
録
に
は
「
柳
恵
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
別
年
帥
歳

I ’

1
．

1 ”例歩
霧
唾

躍

；
f］

1 1

口

－

L

以
降
の
履
歴
は
、
他
に
補
え
る
資
料
が

な
く
、
今
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
す
。

I 小

島
徹

一一 －－－

ー

藤原柳鶏の履歴書類（土岐家文書70番）右は明治6年に北条県へ提出した履歴書の

控えで、左は津山藩出仕の際に受け取った書類の写し
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藤原柳難略年譜

歳 事 柄年 西暦 月日

天保5 1 1834 1 10/22 1 1 |久米南条郡種村の農家藤原周助の四男として誕生(戸籍）
嘉永2 1 1849 1 3月 ’ 16 1故久原宗甫(玄順)に就き内外両科修業

大坂中之島花岡準平(華岡青洲の娘婿で大坂の華岡家分塾

合水堂を支える）に従い外科修業

（華岡家門人録では同6年10/25入門）

同5 10月 191852

安政4 1 1857 1 10月 ’ 24 1京都五条坂川越一郎に就き内治修業

但馬養父郡宿南村池田禎蔵（儒学者で私塾青鶏書院を開

設）に就き漢学読書修業

12月同5 251858

帰国し、元魚町へ開業、当時の久原宗甫（洪哉）に通学し

て洋法治術修業

文久元 8月 281861

同2 1 1862 1 5/10 1 29 1元魚町へ分家
同3 1 1863 1 5月 l 30 1伏見町へ移転

教諭場講師永田幸平・大年寄らの申し立てにより、教諭場

講釈助（当時は山田梅暦家来、一件書類より）

慶応3 正月1867 34

津山藩へ出仕（11等・擬作5人扶持)、引続き開業（この

時も山田梅暦家来<勤書>）

10等に昇進・禄百石・士族

明治2 5月1869 36

9月

津山藩士中村格平の四男敬六を貰受け（同4年4/8届済、

養子か、戸籍には「役介道雄」と記載）

同3 12/181870 37

養女に光（実家不明）を引受け（同8年6/13入籍）

伏見町の安東栄治郎所持462番屋敷に同居中（戸籍）

4月

11月

同4 381871

久原宗甫（洪哉）と共に牛乳搾取の許可を得る

種痘施術の免許を受ける

区会・町会議員に公選される

伏見町戸長（～同13年4月）

コレラ流行時に私金を投じ予防薬を町内へ施与

Ⅷ
｜
明
一
朋
一
Ⅷ

同
一
同
一
同
一
同
一
同

調
一
“
｜
粥
一
妬

5 1872

6 1873

9 1876

11 1878

12 1 1879 46

妻千里（但馬城崎郡湯島村の農家坂西治平の長女）が病死

（享年37歳）

中村高尚（格平から改名）の二女淑を後妻に迎える

8/18同 13 1880 47

10月

寒痂に罹り療養のため兵庫県城崎郡湯島村(城崎温泉）に

寄留し開業

同 14 11月1881 48

湯島小学校へ太鼓を寄附

帰郷

岡山。津山間の電信架設費を寄附

濃尾地震に際し愛知県下震災被害者へ救仙寄附

同
一
同
一
同
一
同

5月

10月

10月

10月

Ⅳ
｜
昭
一
池

1884

1885

1889

矼
一
駆
一
粥

24 1 1891 58

天然痘流行時に臨時検定医・痘疫予防事務所医員を嘱託、

津山町の窮民救仙として白米を施与

同26 1893 60

③
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彼
の
生
い
立
ち

彼
が
生
ま
れ
た
久
米
南
条
郡
種
村

（
今
の
津
山
市
種
）
は
、
津
山
城
下
の

近
郊
で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
津
山
藩

領
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
刊
纒
詳
沖
藩
土

井
家
の
飛
び
地
領
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

津
山
周
辺
の
農
村
で
は
、
若
者
が
学
問

や
諸
芸
の
習
得
を
目
指
す
時
は
、
領
主

の
違
い
に
関
係
な
く
、
ま
ず
は
津
山
城

下
の
然
る
べ
き
人
物
に
弟
子
入
り
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
彼
も
、
坊
歳
で
津
山

藩
医
の
久
原
玄
順
に
入
門
し
て
、
内
科
・

外
科
の
医
術
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
い

ま
す
。生
家
は
、
「
戸
籍
」
に
「
農
」
と
し

か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
純
粋
な
農
家
な

の
か
、
そ
れ
と
も
耕
作
な
ど
を
し
つ
つ

医
業
も
営
ん
で
い
た
村
医
師
な
の
か
、

詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

津
山
藩
医
久
原
家
で
の
修
業
後
、
大

坂
良
患
塗
で
華
岡
流
外
科
を
、
京
都

の
川
越
一
郎
の
下
で
内
科
を
修
得
、
さ

ら
に
但
馬
で
箭
辮
書
院
と
い
う
私
塾
を

開
い
て
い
た
儒
学
者
池
田
禎
蔵
（
草
庵
）

か
ら
漢
学
読
書
を
学
び
、
９
年
間
に
わ

た
る
遊
学
の
後
に
帰
郷
し
て
、
津
山
城

下
で
開
業
し
ま
し
た
。
な
お
、
「
戸
籍
」

医
師
と
し
て
の
活
躍

開
業
の
当
初
は
元
魚
町
に
い
ま
し
た

が
、
や
が
て
伏
見
町
へ
移
転
し
て
い
ま

す
。
帰
国
後
す
ぐ
に
分
家
も
し
て
お
り
、

郷
里
の
種
に
は
住
ま
わ
な
か
っ
た
様
子

で
す
。最
初
に
弟
子
入
り
し
た
久
原
家
と
の

縁
は
、
開
業
後
も
続
い
て
お
り
、
久
原

こ
も
フ
シ
ご
い

洪
哉
の
下
で
洋
方
医
術
の
修
得
に
も
努

め
て
い
ま
す
。
洪
哉
の
引
き
合
い
で
、

明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
に
は
医
師
と

し
て
藩
に
出
仕
し
、
後
に
は
士
族
と
な

り
ま
し
た
。
種
痘
施
術
の
免
許
も
、
津

山
で
の
種
痘
事
業
に
尽
力
し
て
い
た
洪

哉
に
協
力
す
る
中
で
取
得
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
し
、
洪
哉
と
共
に
津
山
に

牛
乳
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
も
注
目
に
値
し
ま
す
。

ち
な
み
に
、
洪
哉
の
実
家
は
西
北
条

い
む
ら

も
も
だ
に

郡
井
村
（
今
の
鏡
野
町
百
谷
）
の
医
師

難
波
家
で
す
。
柳
諮
を
は
じ
め
と
す
る

に
よ
る
と
、
妻
の
千
里
は
但
馬
城
崎
郡

湯
島
村
の
農
家
坂
西
治
平
の
長
女
と
あ

る
の
で
、
池
田
草
庵
門
下
で
の
修
学
中

に
縁
が
あ
っ
て
婚
姻
に
至
っ
た
も
の
で

し
ょ
う
か
。

奪
陽
冷
厳
ｒ
孝
Ｉ
避
多 絢

一

号

霧
釉
裳

育

、
い
》
ｖ
祁

挫
戎
．
，
１
、
７
．

局
ｖ
公
郡
錦
〉
研
、

鵜
篭
堂
惇

弗
術
舟
侭
Ｉ
躯
少
發
奮

山
イ
〃
駈
‐

修
驚
叩

萱
葱
塘
菱

、。

井
菫
醗
卸

ｆ

霧
霧
蕊

篤
牙
嶋
掛
憶

偶
老
』

由
の
月
段
リ
パ
ノ

箕

寿
↑
姿
の
蕗

も搾
灘
蕊
騨
遥
診
稗
爆

弄
崎

脈
勿
、

雀

｢教諭場講師永田幸平差支之節、講釈助永見殿家来井上大次郎外壱人、其外同所助教共、申立候一件」書類

のうち町奉行伺害控え（矢吹家十二支箱文書518番）柳然らを教諭場の講釈助にじてよいか、上司に伺ったも

ので、柳籍の肩書は家老の山田梅麿の家来となっています。

③
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有
能
な
医
師
の
藩
へ
の
推
薦
は
、
維
新
期
の

藩
政
改
革
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、
自
分
と
似
た
生
い
立
ち
の
後
輩
へ
の

親
近
感
も
、
少
な
か
ら
ず
影
響
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

コ
レ
ラ
や
天
然
痘
の
流
行
時
、
柳
諮
は
医

師
と
し
て
治
療
に
当
た
る
だ
け
で
な
く
、
私

財
を
投
げ
打
っ
て
予
防
薬
や
食
糧
を
施
す
な

ど
、
貧
し
い
人
々
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
忘
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が

評
価
さ
れ
た
の
か
、
町
会
議
員
や
伏
見
町
の

戸
長
な
ど
の
公
職
に
も
就
い
て
い
ま
す
。

彼
の
私
生
活

医
師
の
鑑
と
も
言
え
る
活
躍
を
し
た
彼
で

す
が
、
私
生
活
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
確
認
で
き
る
資
料
か
ら
は
、
断
片
的
な

こ
と
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
加
歳
年
下
の

妻
千
里
と
の
間
に
は
子
供
が
授
か
ら
な
か
っ

た
ら
し
く
、
明
治
初
年
に
養
子
や
養
女
を
迎

え
て
い
る
う
え
、
そ
の
妻
は
も
と
も
と
病
弱

だ
っ
た
の
か
、
若
く
し
て
先
立
た
れ
て
も
い

ま
す
。そ
の
後
す
ぐ
に
、
養
子
道
雄
の
実
家
中
村

家
か
ら
後
妻
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
翌
年

か
ら
４
年
間
、
湯
治
の
た
め
城
崎
温
泉
に
滞

在
し
て
い
ま
す
。
「
寒
痂
」
と
い
う
病
気
に

か
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
妻
を
亡
く
し
た
痛

手
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
し
、
そ
れ
ま
で
津
山
で
継
続
し
て
き
た

医
業
を
中
断
し
て
の
城
崎
滞
在
に
は
、
前
妻

の
実
家
に
程
近
い
土
地
で
、
糟
糠
の
妻
を
手

厚
く
供
養
し
な
が
ら
、
自
分
の
半
生
を
見
つ

め
直
し
た
い
と
の
意
図
も
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
想
像
で
き
ま
す
。

※
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
」
に
「
寒
痂
」

の
語
は
な
い
の
で
す
が
、
寒
さ
に
よ
っ
て

起
き
る
発
作
的
な
腹
痛
・
腰
痛
を
指
す
の

で
し
ょ
う
か
。

お
わ
り
に

城
崎
滞
在
中
、
彼
は
湯
島
小
学
校
に
太
鼓

を
寄
付
し
ま
し
た
。
「
履
歴
書
類
」
に
は
、

そ
の
太
鼓
に
彫
刻
し
た
文
面
が
筆
写
さ
れ
て

い
ま
す
（
下
の
写
真
参
照
）
。

「
余
罹
寒
痂
、
養
痂
寓
城
崎
殆
三
年
美
。
会

湯
島
校
成
宏
壮
可
観
、
余
喜
皇
化
之
及
荒
陳
、

珊
寄
此
鼓
以
表
祝
意
。
時
明
治
甲
申
第
五
月

也
岡
山
県
美
作
国
津
山
伏
見
町
士
族
藤

原
柳
諮
伸
ふ
り
の
日
々
に
品
よ
く
こ
と
し

竹
」
（
句
読
点
は
、
筆
者
が
追
加
）

「
こ
と
し
（
今
年
）
竹
」
と
は
、
今
年
は

え
出
た
若
竹
の
こ
と
で
、
夏
の
季
語
で
す
。

伸
び
盛
り
の
若
竹
に
、
学
校
で
勉
学
に
励
む

子
供
た
ち
や
新
築
の
小
学
校
そ
の
も
の
も
な

ぞ
ら
え
て
、
子
供
た
ち
や
小
学
校
の
行
く
末

を
温
か
く
見
守
る
気
持
ち
が
、
こ
の
俳
句
に

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

立
派
に
完
成
し
た
小
学
校
を
目
に
し
て
、

片
田
舎
に
も
文
明
開
化
の
波
が
打
ち
寄
せ
て

い
る
と
喜
ぶ
言
葉
の
奥
に
、
彼
の
信
念
や
理

想
も
垣
間
見
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
藤

原
柳
諮
の
半
生
は
、
幕
末
～
明
治
と
い
う
激

動
期
の
医
師
の
生
き
様
の
、
一
つ
の
典
型
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

湯島小学校に寄付した太鼓に彫刻した文面

「履歴書類」最終丁の上部余白に記されています。

「 、
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